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１．課題 
耐圧性・除熱性を備え、更に製作性に優れ、ブ

ランケット単体でTBR(トリチウム増殖比)1.25以

上を有するブランケット構造の提案が求められ

ている。これまでの筐体設計では炉の内面にでき

るだけ隙間無くブランケットを敷き詰めるとい

う考えから矩形のものが検討されてきており、耐

圧性の要件を課した場合には板厚が厚くなり、

TBRが低下してしまう。また、製造技術面の検証

も行われてきているが、製造過程が複雑で検査性

にも課題がある。 

当社はＱＳＴと共同で図１に示す円筒型の筐

体構造を提案している1)、2)。円筒型の筐体構造は

これらの問題を解決する可能性を有しているが、

TBRは1.25に届いていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ 円筒型ブランケットの構成 

 

２．課題の解決方法 

 以下のコンセプトを提案する。 

１）増殖材／増倍材一体型密閉ペレットの採用 

プラズマ放電焼結により作製した多孔質ベリ

リウムにリチウムを含浸成型した単位増殖ペレ

ットをベリリウムのケースに封入し、リチウムの

蒸散と万一の漏水時の水素生成反応抑制を両立

させるとともにリチウム比率を高め、トリチウム

生成を促進する。生成トリチウムはベリリウムを

透過させて回収する。 

２）増倍材をぺブルからブロックに変更 

熱伝導率の小さいぺブルの代わりにベリリウ

ムブロックを用いる。核発熱はブロックから冷却

水を通水した二重壁筐体への熱伝導により除熱

し、筐体内部には水冷配管を設置しない。 
 

３．ブランケットの構成 

 図２に示す構成により、本コンセプトの実現を

図る。すなわち、①ベリリウムペブルの焼結体に

液体リチウムを含浸させて増殖材と増倍材を一

体化し、②円筒型のベリリウムケースに封入して

単位ペレットを作製する。更に③単位ペレットを

ベリリウムブロックに封入し、④筐体内に複数個

積層した構成とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
４．評価性能 
このような構成により、中性子壁負荷 2MW/m2、

表面熱負荷 1MW/m2相当の 1.5GW出力の原型炉を想

定した熱負荷条件の下で 1.3を超える TBRが実現

できる見通しを得た。 
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図２ 増殖材／増倍材一体型ブランケットの構成 

(a)筐体ユニット断面 
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(b)躯体ユニット 
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